
（島根県）

中
世
の
町
割
が
今
も
脈
々
と
息
づ
く 

自
然
豊
か
な
歴
史
文
化
都
市

　

市
域
北
側
が
日
本
海
に
面
し
、
東
側
を
島
根
県

浜
田
市
に
、
西
側
を
山
口
県
萩
市
に
、
南
側
を
島

根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
、
広
島

県
廿
日
市
市
、
山
口
県
岩
国
市

な
ど
と
接
す
る
、
島
根
県
西
端

の
ま
ち
・
益
田
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
27

（
１
９
５
２
）
年
８
月
１
日
の
こ
と
。
旧
美
濃
郡
益

田
町
・
小
野
村
・
北
仙
道
村
・
高
城
村
・
豊
川
村
・

豊
田
村
・
中
西
村
・
安
田
村
の
１
町
７
村
の
合
併

に
よ
る
市
制
施
行
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
細
か
な
編
入
を
繰
り
返
し
た
後
、
平
成

16
（
２
０
０
４
）
年
に
は
、
旧
美
濃
郡
美
都
町
・
同

匹
見
町
と
合
併
し
、
新
生
・
益
田
市
が
発
足
。
島

根
県
で
は
最
大
と
な
る
市
域
（
７
３
３
・
19
㎢
）
が

確
定
し
た
。
本
年
度
は
旧
益
田
市
の
市
制
施
行
か

ら
72
年
目
、
平
成
の
合
併
に
よ
る
新
生
・
益
田
市

誕
生
か
ら
20
周
年
の
節
目
の
年
度
に
当
た
る
。

　

益
田
は
中
世
以
前
か
ら
の
古
い
地
名
で
、
鎌
倉

時
代
か
ら
戦
国
時
代
末
期
に
至
る
約
４
０
０
年
間
、

こ
の
地
を
治
め
た
益
田
氏
（
近
世
以
降
は
長
州
藩
重

臣
）
の
治
世
下
に
、
そ
の
後
の
城
下
町
と
し
て
の
土

台
や
文
化
的
な
土
壌
が
構
築
さ
れ
た
。
地
名
と
し

て
古
い
だ
け
で
な
く
、
益
田
市
の
特
に
中
世
以
来

の
歴
史
と
伝
統
の
厚
み
は
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
度
に
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
『
中
世
日
本
の
傑
作 

益
田
を
味
わ
う
―
地
方
の

時
代
に
輝
き
再
び
―
』
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
内
容
や
、
構
成
文
化
財
な
ど

の
多
彩
さ
を
見
た
だ
け
で
も
明
ら
か
だ
。

　

周
知
の
通
り
、
徳
川
幕
府
が
鎖
国
政
策
を

取
る
以
前
の
日
本
は
、
地
方
に
拠
点
を
置
く
武

将
た
ち
が
比
較
的
自
由
に
、
海
を
通
じ
た
世
界
と

の
交
易
に
乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
や
朝

鮮
半
島
に
近
い
山
陰
地
方
西
端
の
益
田
の
地
も
、

益
田
氏
の
積
極
的
な
対
外
政
策
に
よ
り
、
中
国
山

地
が
も
た
ら
す
豊
か
な
木
材
や
鉱
物
資
源
な
ど
を

基
盤
に
、
日
本
海
交
易
で
大
い
に
栄
え
た
。

市 政 ル ポ 益
ま す だ

田市

日本一の清流の呼び声も高い高津川

市域の中心部を貫流する益田川

山
やまもと

本浩
ひろあき

章
益田市長

中
世
以
来
の
歴
史
を
背
景
に
目
指
す
人
が
育
ち
輝
く
ま
ち

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
で
実
現
す
る
持
続
可
能
な
未
来
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海
上
交
通
や
大
河
・
高
津
川
、

益
田
川
な
ど
内
陸
部
の
水
運
、

さ
ら
に
は
諸
国
と
結
ば
れ
た
街

道
筋
な
ど
を
通
じ
て
も
た
ら
さ

れ
る
「
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
」
が
行

き
交
う
「
交
通
の
要
衝
・
益
田
」

の
地
は
、
中
世
の
中
国
地
方
に

お
け
る
一
大
文
化
・
情
報
発
信

拠
点
で
あ
り
、
そ
う
し
た
環
境

は
長
い
歴
史
を
通
じ
、
幾
多
の

優
れ
た
人
材
を
輩
出
す
る
要
因

と
も
な
っ
た
。

　

ま
た
、
中
世
に
完
成
し
た
城

下
町
と
し
て
の
栄
華
の
跡
は
、

近
世
に
向
け
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
く
過
程
に
お
い
て
も
、
ま
ち
の
在
り
方
が
完
全

に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
よ
う
な
開
発
を
免
れ
た
。
そ

の
た
め
、
中
世
の
ま
ち
並
み
の
原
型
（
港
・
城
・
館

跡
や
周
辺
の
景
観
、
今
も
健
在
な
中
世
以
来
の
寺

社
、
街
道
筋
の
景
観
、
庭
園
、
絵
画
、
仏
像
な
ど
）

を
今
日
ま
で
保
つ
希
少
な
歴
史
環
境
が
形
成
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
中
世
の
原
型
を
保
つ
ま
ち
並
み
は
、

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
大
き
な
要
因
と
な
り
、

今
後
の
地
域
活
性
化
に
向
け
て
の
「
含
み
資
産
」
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
か
ら
２
年
後
の
令
和
４

（
２
０
２
２
）年
11
月
、
益
田
市
は「
世
界
歴
史
都
市

連
盟
」へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

益
田
市
が
有
す
る
歴
史
の
「
含
み
資
産
」
が
、
国
際

的
に
通
用
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
証
左
の
一
つ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

世
界
歴
史
都
市
連
盟
は
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年

に
発
足
。
現
在
（
令
和
６
年
11
月
時
点
）
で
は
66
カ

国
１
２
９
都
市
が
加
盟
す
る
、
世
界
的
な
自
治
体

組
織
（
非
政
府
組
織
）
だ
。
同
連
盟
の
主
要
目
的
は

「
保
存
と
開
発
と
い
う
、
世
界
中
の
歴
史
都
市
が
直

面
す
る
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
情
報
の
交
換

お
よ
び
共
有
」
な
ど
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
歴
史

都
市
と
し
て
の
基
盤
と
資
産
を
守
り
つ
つ
、
い
か

に
そ
れ
を
地
域
の
活
性
化
に
有
機
的
に
結
び
付
け

て
い
く
の
か
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
を
、
都
市
同

士
の
国
際
的
な
つ
な
が
り
を
通
し
て
探
求
し
合
い
、

追
求
し
て
い
こ
う
と
す
る
組
織
と
い
え
る
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
と
同
様
、
世
界
歴
史
都
市
連

盟
に
加
盟
す
る
に
は
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
益
田
市
以
外
の
日
本
の
加
盟
都

市
が
、
京
都
市
（
世
界
歴
史
都
市
連
盟
の
会
長
市
お

よ
び
事
務
局
設
置
都
市
）、
金
沢
市
、
鎌
倉
市
、
奈

良
市
、
姫
路
市
、
松
江
市
だ
け
と
い
う
事
実
か
ら

も
分
か
る
。

　

日
本
に
は
固
有
の
優
れ
た
歴
史
を
有
す
る
都
市
が

数
多
く
あ
る
。
だ
が
、
世
界
歴
史
都
市
連
盟
に
加
盟

を
認
め
ら
れ
て
い
る
都
市
は
、
い
ず
れ
も
世
界
文
化

遺
産
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
歴
史
遺
産
を
保
持
し

て
、
既
に
世
界
的
な
知
名
度
を
持
ち
、
そ
の
歴
史
的

雰
囲
気
を
味
わ
う
た
め
、
国
内
外
の
観
光
客
が
頻
繁

に
訪
れ
よ
う
と
す
る
都
市
ば
か
り
だ
。

　
「
歴
史
都
市
と
し
て
の
益
田
市
の
発
信
の
状
況
は
、

世
界
歴
史
都
市
連
盟
に
既
に
加
盟
し
て
い
る
日
本
の

他
の
都
市
に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
―
―

と
い
う
の
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
だ
と
自
覚
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
現
時
点
で
は
国
際
的

な
知
名
度
で
劣
る
益
田
市
が
、
そ
う
し
た
日
本
を
代

表
す
る
歴
史
都
市
の
一
員
に
な
れ
た
と
い
う
事
実

は
、
今
後
に
向
け
た
大
き
な『
可
能
性
』を
認
め
ら
れ

た
も
の
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

益
田
市
で
は
日
本
遺
産
へ
の
申
請
前
に
、
令
和

元（
２
０
１
９
）年
度
か
ら『
益
田
の
歴
史
文
化
を
活

か
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
実
行
委
員
会
』
を
組
織

し
、
日
本
遺
産
の
認
定
後
を
想
定
し
た
、
各
種
の

取
り
組
み
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
。
実
際
に
認

定
を
頂
い
て
か
ら
は
、
益
田
市
の
豊
か
な
歴
史
文

化
を
活
用
し
た
地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
関
し
、

観
光
拠
点
づ
く
り
（
※
旧
郡
役
所
の
建
物
を
活
用
し

た
、
益
田
市
立
歴
史
文
化
交
流
館
「
れ
き
し
ー
な
」

の
整
備
な
ど
）
や
、
益
田
の
歴
史
を
多
角
的
に
味
わ

う
散
歩
コ
ー
ス
、
体
験
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
な
ど
、

各
種
の
施
策
・
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

大正12年に開業したJR山陰本線・益田駅は令和5年に開業100周年を迎え、
盛大な式典が催された

益田市

松江市
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そ
の
過
程
で
令
和
４
年
、
さ
ら
に
世
界
歴
史
都

市
連
盟
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
た
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
観
光
振
興
、
地

域
振
興
に
非
常
に
大
き
な
追
い
風
に
な
る
出
来
事

だ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
さ
ら
に
、
豊
か
な
歴
史
資
産
を
基
盤
と

す
る
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
市
内

三
つ
の
観
光
協
会
（
※
平
成
の
合
併
前
か
ら
存
続
す

る
益
田
市
観
光
協
会
、
美
都
町
特
産
観
光
協
会
、

匹
見
町
観
光
協
会
）と
の
連
携
に
よ
る『
益
田
市
版
・

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
』
の
設
立
と
観
光
庁
へ
の
登
録
を
目
指

し
、
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
山
本
浩
章
益
田
市
長
だ
。

山
本
市
長
は
大
学
を
卒
業
後
、
民
間
企
業
で
の

勤
務
を
経
て
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
に
益

田
市
議
会
議
員
に
当
選
。
さ
ら
に
、
翌
平
成
24

（
２
０
１
２
）
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
益
田
市
長
選

に
出
馬
し
て
当
選
。
市
長
就
任
か
ら
本
年
（
令
和
６

年
）
度
で
４
期
13
年
目
を
迎
え
て
い
る
（
※
取
材
は

令
和
６
年
10
月
２
日
）。

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
効
果
と 

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
の
期
待

　

益
田
市
版
・
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
、
益
田
市

で
は
当
初
、
令
和
６
年
９
月
の
登
録
を
目
指
し
た

が
、
取
材
時
に
は
令
和
７
年
度
内
の
登
録
へ
と
修

正
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
登
録
準
備
の
た
め
、
益

田
市
で
は
令
和
４
年
10
月
に
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
協
議

会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
内
を
訪
れ
る
観
光

客
の
詳
細
な
分
類
や
動
向
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
作

成
。
一
方
で
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
て
き
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
現
状
の
洗
い
出
し
、
観
光
関
連
団
体

の
重
複
な
ど
に
よ
る
無
駄
の
排
除
な
ど
、
緻
密
な

デ
ー
タ
の
整
理
と
各
種
の
合
理
化
を
実
施
し
、
効

率
的
か
つ
「
稼
げ
る
観
光
事
業
」
推
進
の
た
め
の
努

力
を
鋭
意
重
ね
て
き
た
。

　
「
併
せ
ま
し
て
、
益
田
市
特
産
の
メ
ロ
ン
や
ユ

ズ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ト
マ
ト
な
ど
の
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
日

本
遺
産
な
ど
の
歴
史
を
生
か
し
た
地
域
資
源
・
地

域
財
産
の
観
光
資
源
化
を
図
る
と
と
も
に
、
誘
客

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
の
在
り
方
な
ど
も
模
索

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」と
山
本
市
長
。

　

そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
は
、
令
和
６
年
11
月

16
日
（
土
曜
）・
17
日
（
日
曜
）
の
両
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
31
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
益
田
大
会
」
は
、

全
国
の
山
城
フ
ァ
ン
と
い
う
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
基
盤
と
な
る
、
全
国
レ
ベ
ル
の
歴
史
観
光
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
そ
の
成
果
が
非
常
に
注
目
さ
れ
る
。

　

実
は
開
催
日
が
本
稿
締
め
切
り
日
（
令
和
６
年
11

月
15
日
）
の
直
後
な
の
で
、
成
果
の
詳
細
な
分
析
結

果
は
、
現
時
点
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
だ
が
、

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
の
山
城
跡
（
戦
国
時

代
以
前
に
築
城
さ
れ
た
山
間
部
の
城
跡
）
が
存
在
す

る
市
町
村
に
お
い
て
、
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る

人
気
の
高
い
恒
例
の
歴
史
イ
ベ
ン
ト
だ
。
毎
回
、

山
城
フ
ァ
ン
や
歴
史
マ
ニ
ア
な
ど
が
大
挙
し
て
詰

め
か
け
る
様
子
な
ど
が
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

旧郡役所の建物を活用した益田市立歴史文化交流館「れきしーな」は、歴史のまち・益
田市の拠点施設の一つ

中世以来の歴史文化が蓄積する益田市のまち並みを巡るには自転車が
ぴったり。益田市は「自転車によるまちづくり」を推進中!!
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益田市　市 政 ル ポ

（島根県）

発
信
さ
れ
る
。
歴
史
都
市
・
益
田
市
の
発
信
に
も

大
い
に
効
果
を
上
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
の
１
回
目
が
開
催

さ
れ
た
の
は
、《
天
空
の
城
》
の
異
名
で
知
ら
れ
る

竹
田
城
跡
を
有
す
る
兵
庫
県
和
田
山
町
（
現
朝
来

市
）
だ
っ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
に
参
画
し
て
い
る
加
盟

自
治
体
は
、
令
和
６
年
11
月
現
在
で
１
０
８
団

体
・
１
７
２
城
と
な
っ
て
お
り
、
益
田
市
（
七
尾

城
跡
）
は
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
加
盟
を
果
た

し
て
い
る
。

　

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
は
ま
た
、
単
な
る
観
光
イ

ベ
ン
ト
で
は
な
い
。
山
城
跡
が
残
る
全
国
の
市
町

村
お
よ
び
関
係
団
体
な
ど
が
、
情
報
交
換
や
親
睦
・

交
流
を
深
め
合
い
な
が
ら
、
山
城
跡
の
保
存
方
法

や
観
光
資
源
と
し
て
の
山
城
を
活
用
し
た
地
域
の

活
性
化
を
図
り
つ
つ
、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
協
働
で
進
め
る
こ
と

な
ど
が
主
要
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
に
お

い
て
、
世
界
歴
史
都
市
連
盟
に
お
け
る
「
趣
旨
」
の

ロ
ー
カ
ル
版
的
な
性
格
を
も
併
せ
持
っ
て
お
り
、

益
田
市
版
・
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
構
築
を
始
め
、
歴
史

資
産
を
生
か
し
た
観
光
振
興
を
今
後
強
化
し
て
い

く
上
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
貴
重
な
デ
ー
タ

が
集
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
以
来
の
歴
史
文
化
に
、
近

代
都
市
と
し
て
の
質
量
を
兼
ね
備
え
た
益
田
市
は
、

現
代
に
お
い
て
も
、
周
辺
地
域
（
島
根
県
西
部
の
広

域
圏
）
に
お
け
る
文
化
・
経
済
・
医
療
な
ど
、
エ
リ

ア
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
基
盤
・
機
能
を
担
う

中
核
的
な
都
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
益
田
市
の
現
在
の
面
積
７
３
３
・
19
㎢

は
、
島
根
県
の
総
面
積
の
約
10
％
を
占
め
る
も
、

市
域
の
大
半
は
林

野
だ
。
特
に
平
成

の
合
併
で
加
わ
っ

た
旧
美
都
町
・
匹

見
町
地
区
は
95
％

以
上
が
山
林
に
覆

わ
れ
て
お
り
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
半
面
、

過
疎
の
進
み
つ
つ

あ
る
地
域
も
少
な

く
な
い
。

　

そ
ん
な
益
田
市

の
最
大
の
地
域
課
題
は
、
一
部
の
大
都
市
圏
以
外

の
全
国
の
都
市
と
同
様
、
人
口
減
少
と
少
子
化
の

抑
制
だ
が
、
益
田
市
で
は
現
在
、《
ひ
と
が
育
ち 

輝
く
ま
ち 

益
田
》
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
「
第
６

次
益
田
市
総
合
振
興
計
画
」
を
基
盤
に
、
積
極
的

な
地
域
活
性
化
施
策
を
実
施
。
そ
れ
に
よ
り
、
人

口
減
少
や
少
子
化
の
抑
制
策
を
多
角
的
に
実
施
す

る
と
同
時
に
「
人
口
減
少
や
少
子
化
が
進
ん
で
も

魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
多

彩
に
展
開
し
て

い
る
。

　

そ
の
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り

の
軸
と
な
る
の

も
、
日
本
遺
産

の
発
信
で
あ
り
、

歴
史
や
伝
統
文

化
に
裏
付
け
ら

れ
た
、
し
っ
か

り
し
た
都
市
的

基
盤
を
背
景
と

す
る
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
だ
。

　

だ
が
、
そ
れ

以
前
の
話
と
し

て
、
益
田
市
の

持
つ
こ
う
し
た

豊
か
な
自
然
と

「ひとが育ち輝くまち益田 夏フェス（ひとが育つまち益田フォーラム）
2024」は市内に立地する島根県芸術文化センター「グラントワ」で開催

日本遺産を体感する「中世益田フェスタ2023」の模様（桃山時代創建
の国指定重要文化財の本殿が伝わる染羽天石勝神社境内）

山城サミットに合わせて実施され大いに盛り上がった「中世益田ビッグフェス
タ」（岩国藩鉄砲隊一斉射撃の実演）

ワーケーション需要も受け入れる民間の複合
シェアオフィス「NALU」の共用スペース。起業
希望者向けセミナーなども随時開催している
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歴
史
・
文
化
的
環
境
が
溶
け
合
っ
た
都
市
的
魅
力

は
、
市
域
内
に
空
港
（
萩
・
石
見
空
港
）
が
立
地
し

て
い
る
利
便
性
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
２
拠
点
生
活
志
向
の
あ
る
人
々
、
さ
ら

に
は
移
住
・
定
住
、
移
住
先
で
の
起
業
な
ど
を
検

討
す
る
、
時
代
の
流
れ
に
感
度
の
高
い
人
々
の
関

心
を
も
、
既
に
集
め
て
い
る
。

中
世
と
現
代
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
魅
力
で

図
る「
地
方
の
時
代
」再
び

　
「
例
え
ば
、
萩
・
石
見
空
港
か
ら
益
田
市
の
中

心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
車
で
10
分
前
後
と

非
常
に
便
利
で
す
。
朝
夕
２
便
の
定
期
航
路
が
あ

る
羽
田
航
路
、
つ
ま
り
東
京
（
羽
田
空
港
）
か
ら
は

90
分
前
後
で
益
田
市
の
市
街
地
に
到
着
し
ま
す
。

大
阪
（
伊
丹
空
港
）
と
結
ぶ
航
路
は
、
東
京
便
と
違

い
、
現
在
の
と
こ
ろ
夏
の
季
節
運
航
（
８
月
の
５

日
間
）
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
大

阪
か
ら
60
分
前
後
で
益
田
の
中
心
市
街
地
に
到
着

し
ま
す
。

　

近
年
、
特
に
東
京
方
面
か
ら
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
需
要
や
、
２
拠
点
生
活
の
対
象
な
ど
と
し
て
益

田
市
が
注
目
を
集
め
て
い
る
の
も
、
空
路
に
よ
る

東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
、
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
を
貫
流
す
る
高
津
川
は
水
質
日
本

一
と
さ
れ
、
日
本
海
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
生
き
の

い
い
魚
介
類
や
、
米
、
特
産
の
メ
ロ
ン
や
ユ
ズ
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ト
マ
ト
な
ど
の
新
鮮
な

農
産
物
と
合
わ
せ
、
近
年
は
地
方
都
市
で
飲
食
関

連
の
起
業
を
目
指
す
若
い
世
代
の
方
た
ち
の
注
目

も
集
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
動
き
の
中
か
ら
一
つ
の
特
徴
的
な
事

例
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
の
は
《
高
津
川
リ
バ
ー
ビ

ア
》と
い
う
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
で
す
。

　

工
場
は
高
津
柿
本
神
社
の
門
前
町
に
建
つ
古
民

家
（
旧
料
亭
）
を
活
用
し
て
お
り
、
醸
造
所
を
立
ち

上
げ
た
代
表
の
方
は
、
東
京
で
15
年
間
、
国
家
公

務
員
を
務
め
て
お
ら
れ
た
女
性
で
す
。
こ
の
事
業

は
、
総
務
省
の
『
関
係
人
口
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に

採
用
さ
れ
た
企
画
で
、
令
和
２
年
、
高
津
川
の
清

浄
な
伏
流
水
や
高
品
質
の
農
産
物
に
着
目
さ
れ
た

そ
の
女
性
が
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
造
る
の
に
適

し
た
ま
ち
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
的
環
境
な
ど
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
※
ス
ト
ー
リ
ー
性
）
も
踏
ま
え
た

適
地
と
し
て
益
田
市
を
選
び
、
企
画
を
立
案
し
、

採
用
さ
れ
た
の
で
す
」（
山
本
市
長
）

　

高
津
川
リ
バ
ー
ビ
ア
の
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

代
表
の
女
性
は
公
務
員
生
活
の
傍
ら
、
か
ね
て
よ

り
シ
ニ
ア
世
代
が
生
き
生
き
働
け
る
場
所
づ
く
り

を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
益
田
市
の

持
つ
独
自
の
環
境
に
着
目
。
益
田
市
で
地
域
の
人
々

と
共
に
、
高
津
川
の
伏
流
水
や「
地
域
の
特
産
品（
マ

ス
カ
ッ
ト
な
ど
）」
を
生
か
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

造
り
を
企
図
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
市
長
の
談
話
に
も
あ
っ
た
醸
造
所

近
く
の
高
津
柿
本
神
社
（
高
津
町
）
は
、
あ
の
高
名

な
万
葉
歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
（
人
麿
）
を
祭
神
と
す

る
古
社
だ
。
人
麻
呂
は
晩
年
に
至
り
、
石
見
国
の

国
府
に
国
司
と
し
て
赴
任
、
当
地
で
没
し
た
と
さ 高津柿本神社から見る直線的な参道は圧巻

全国で唯一、現役空港の滑走路を走るマラソン大会「萩・石見空港マ
ラソン」は、益田市民と空港の絆の深さを改めて感じさせるイベント

令和5年7月2日に開港30周年を迎えた萩・石見空港は、東京と益田
市を90分で結ぶ空の玄関口
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れ
る
。
人
麻
呂
の
「
終し

ゅ
う
え
ん焉の
地
」
と
伝
わ
る
場
所
は

複
数
あ
る
が
、
益
田
川
の
河
口
に
か
つ
て
浮
か
ん

で
い
た
鴨
島
は
、
古
来
、
そ
の
有
力
な
地
と
さ
れ
、

今
か
ら
１
３
０
０
年
ほ
ど
前
に
は
既
に
、
人
麻
呂

を
祀
っ
た
柿
本
神
社
も
鴨
島
に
創
建
さ
れ
て
い
た

と
伝
わ
る
。
し
か
し
、
万
寿
３
（
１
０
２
６
）
年
に

発
生
し
た
大
津
波
で
柿
本
神
社
は
流
さ
れ
、
鴨
島

と
と
も
に
海
底
に
沈
ん
だ
た
め
、
後
年
、
益
田
市

高
津
地
区
（
松
崎
）
に
高
津
柿
本
神
社
と
し
て
新
た

に
建
立
。
さ
ら
に
延
宝
９
（
１
６
８
１
）
年
に
現
在

地
に
遷う
つ

さ
れ
、
現
在
の
社
殿
も
そ
の
際
に
改
め
て

建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。

　

現
在
地
は
も
と
も
と
高
津
城
の
あ
っ
た
場
所
で
、

周
辺
は
『
島
根
県
立
万
葉
公
園
』
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
益
田
市
内
に
は
も
う
１
社
、
人

麻
呂
の
生
誕
地
伝
説
の
あ
る
戸
田
柿
本
神
社
（
戸
田

町
）も
あ
る
。

　

市
内
に
は
、
画
聖
の
尊
称
を
持
つ
絵
師
・
雪
舟

に
ま
つ
わ
る
文
化
財
や
逸
話
な
ど
も
、
豊
富
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
中
世
を
通
じ
て
益
田
の
地
を
治

め
て
い
た
益
田
氏
の
15
代
目
当
主
・
益
田
兼
堯
（
山

城
サ
ミ
ッ
ト
会
場
の
七
尾
城
城
主
）
の
招
き
を
受

け
、
15
世
紀
末
ご
ろ
に
益
田
に
来
着
。
古こ
さ
つ刹

・
医

光
寺
（
当
時
は
崇
観
寺
）
の
五
代
目
住
職
と
な
っ
た

後
、
市
内
の
東
光
寺
（
現
・
大
喜
庵
）
に
移
り
、
87

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
さ
れ
る
（
以
上
の
経
緯
に
は

諸
説
あ
り
）。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
以
来
、
連
綿
と
育
ま
れ
て
き

た
益
田
の
地
の
歴
史
的
土
壌
か
ら
は
、
近
代
以
降

に
限
っ
て
も
、
徳
川
夢
声（
活
動
弁
士
・
漫
談
家
・

作
家
・
俳
優
）、
秦
佐
八
郎
（
梅
毒
の
治
療
薬
サ
ル

バ
ル
サ
ン
の
開
発
で
知
ら
れ
る
細
菌
学
者
）、
右

田
ア
サ
（
わ
が
国
の
女
性
で
は
初
の
眼
科
医
）
な

ど
、
近
代
史
上
の
偉
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
輩
出

さ
れ
て
き
た
。
益
田
市
で
は
こ
う
し
た
歴
史
も
一

つ
の
地
域
的
特
徴
と
捉
え
、「
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ど
に
も
使
っ
て
い
る
。

　
「
益
田
市
で
は
現
在
、『
つ
ろ
う
て
』（
み
ん
な
で

連
れ
立
っ
て
）と
い
う
方
言
を
合
言
葉
に
、
教
育
を

学
校
任
せ
に
せ
ず
、
地
域
総
が
か
り
で
大
人
が
子

ど
も
た
ち
に
向
き
合
い
、
毎
日
の
あ
い
さ
つ
を
含

め
て
積
極
的
に
対
話
を
行
い
、
み
ん
な
で
子
育
て

し
て
い
こ
う
と
す
る
『
つ
ろ
う
て
子
育
て
』
と
い
う

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
幼
少
期
か

ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
臆
す
る

こ
と
な
く
、
自
分
の
人
生
を
能
動
的
に
生
き
て
い

く
、
自
発
的
に
育
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
力
を

育
む《
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
》の
一
環
で
す
」

　

取
材
を
通
じ
、
益
田
市
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
１
０
０
％
の
確
率
で
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ

を
し
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
、
実
は
非
常
に
強
い

感
銘
を
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
故
の
な
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
前
出
の
高
津
川
リ
バ
ー
ビ
ア
の
事
例
が

象
徴
す
る
よ
う
に
、
近
年
、
益
田
市
で
起
業
し
た

い
（
※
換
言
す
れ
ば
益
田
市
で
成
長
し
た
い
）、
暮

ら
し
て
み
た
い
と
考
え
る
外
部
の
若
者
や
子
育
て

世
代
が
、
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
。

そ
れ
も
ま
た
、
中
世
以
来
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
文

化
の
積
み
重
ね
が
醸
成
す
る
土
壌
、
す
な
わ
ち
人

を
呼
び
、
育
む
「
ま
ち
の
底
ヂ
カ
ラ
」
の
故
で
は
な

か
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
10
月
２
日
）

雪舟を益田に招聘（しょうへい）した益田家中興の祖
（15代目）にして七尾城主・益田兼堯の像

益田氏ゆかりの古刹・医光寺に伝わる、雪舟の作とされる庭園（雪舟四大庭園／国
指定史跡および名勝）
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